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３ 要旨

畑地性カラーの秋切り栽培では、主に高価な輸入球を用いており費用負担が大きい。切り下球を利用しながら球根

養成と切り花生産を行うことで収量の向上が見込める。

(1) クリスタルブラッシュの秋切り栽培では、前年5月定植した切り下球が適する (図1)。

(2) 秋切り栽培で１０本以上の採花本数を得るには、球根重量が概ね150ｇ以上あればよい (図1)。

(3) 重量が不足する球根は、5月に定植して採花しながら球根の充実を図るのがよい (図2)。

(4) 秋切り栽培後の球根は球数が増え、次作に利用できる(表１)。
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月旬

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

初年目：輸入球購入 ◎ ▼

2年目：切り下球再利用(養成、採花) ◎ ▼

3年目：切り下球再利用(小球*：採花、養成) ◎ ▼

　　　　　　　　        　 　(大球
*
：採花) ◎ ▼

4年目以降同上
＊大球：150ｇ／球以上、小球：150g／球未満　　◎定植　　□収穫　　▼掘上　　

図２　畑地性カラーの栽培体系の特徴
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*品種：クリスタルブラッシュ、 定植：2014年7月9日

図１ 秋切り栽培における球根の前歴と採花本数

表１　秋切り栽培後の球根の肥大状況

定植時 風乾後

5/7 221.1 353.6 160 4.8

7/10 186.7 294.4 158 6.3

* 品種：クリスタルブラッシュ　

* 栽培地：猪苗代町地域農業活性化センター 

1) 球根肥大率：風乾後の重量／定植時の重量 

前年の定植時
期(月/日)

球根重量（ｇ/球） 球根肥大

率(％)
1）

球数
(個)

* 定植：2014年7月9日、掘りあげ：2014年11月21日、

　風乾後：2014年12月26日


